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朝陽地区別世帯数

合計 6,413 世帯
15,133 人

（令和3年11月1日現在）
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毎
年
恒
例
と
な
っ
た
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
チ
ェ
リ
ス
ト

外
山
賀
野
さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
山
中
和
子
さ
ん
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル「O

to project

〜
オ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
初
出
演
い

た
だ
き
、
幼
児
連

れ
の
マ
マ
か
ら
ご

年
配
の
方
ま
で
63

人
が
ク
ラ
シ
ッ
ク

や
ア
ニ
メ
映
画
音

楽
な
ど
の
生
演
奏

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は

「
と
て
も
素
敵
な
演

奏
で
心
の
癒
し
に

な
り
ま
し
た
。」と

多
く
の
嬉
し
い
感

想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

長
野
市
芸
術
館
等
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
演
奏
家
を
お
迎
え

し
て
開
催
し
て
い
る「
お
届
け
芸
術
館
」。
3
年
目
の
今
年
は
、

藤
澤
聡
子
さ
ん（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
）と
西
田
文
子
さ
ん（
ピ
ア

ノ
）に
よ
る
ジ
ャ
ズ

や
讃
美
歌
の
ア
レ

ン
ジ
な
ど
の
生
演

奏
を
届
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

卓
越
し
た
演
奏

に「
素
晴
ら
し
い
音

色
、
心
に
響
き
ま

し
た
」「
音
楽
の
力

を
感
じ
ま
し
た
」と

い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
短
い
時

間
で
し
た
が
聴
衆

の
心
を
震
わ
せ
る

コ
ン
サ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。

�

（
52
名
参
加
）

 

健
康
講
座
1
0
0
ま
で
元
気
！

 

チ
ェ
ッ
ク
＆
ガ
イ
ド
で

 

フ
レ
イ
ル
予
防

　

長
野
市
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
の
理

学
療
法
士
宮
入
綾
子
さ
ん
か
ら
、
フ
レ

イ
ル
予
防
の
ポ
イ
ン
ト「
動
く
」「
食
べ

る
」「
つ
な
が
る
」の
重
要
性
に
つ
い
て

解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に

「
動
く
」に
つ

い
て
は
、
ス

ト
レ
ッ
チ
ン

グ
と
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

の
実
技
指
導

も
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
13
名
参
加
）

 

現
地
学
習
鬼
無
里

 「
鬼
女
伝
説
を
め
ぐ
る
旅
」

　

信
州
新
町
公
民
館
長
の
宮
澤
和
穂
先

生（
元
鬼
無
里
中
学
校
校
長
）を
講
師

に
、
松
巖
寺
・
鬼
無
里
ふ
る
さ
と
資
料

館
・
加
茂
神
社
・
白
髯
神
社
を
見
学
し

ま
し
た
。
白
髯
神
社
で
は
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
殿
を
特

別
に
見
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
歴
史
と
文

化
を
満
喫
し
ま
し
た
。�

（
20
名
参
加
）

 

現
地
学
習

 

地
域
再
発
見「
北
堀
～
桜
新
町
」

　

地
域
再
発
見
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
は
あ

い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、「
ふ
る
さ

と
朝
陽
を
学
ぶ
会
」の
倉
石
髙
英
さ
ん
の
案

内
で
、
桜
新
町
の
生
い
立
ち
の
説
明
と
桜

神
社
、
句
碑
を
見
学
し
、
北
堀
で
は
掘
神

社
、
庚
申
塔
、
大
日
庵
跡
等
を
見
て
北
堀

公
会
堂
で
詳
し
い

説
明
を
お
聴
き
し

ま
し
た
。「
地
区

の
史
跡
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
。」と
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

�

（
14
名
参
加
）

 

子
育
て
支
援
講
座

 

あ
さ
ひ
っ
子
教
室

　

9
月
22
日
の
運

動
会
で
は
、
箱
そ

り
や
、
段
ボ
ー
ル

積
み
競
争
、
10
月

13
日
の
手
形
ア
ー

ト
で
は
、
子
ど
も

の
手
形
に
シ
ー
ル

や
、
絵
を
か
い
て

個
性
あ
ふ
れ
る
作

品
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
11
月
5

日
の
消
防
署
見
学

と
ド
ン
グ
リ
ひ
ろ

い
で
は
秋
晴
れ
の

下
、
消
防
車
に
の

せ
て
も
ら
っ
た

り
、
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
で
ど
ん
ぐ
り
を
た
く

さ
ん
拾
っ
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

芸術の秋を堪能♪

市
民
講
座
　
あ
さ
ひ
大
学

9
14

11
9

10
15

秋のコンサート
お届け芸術館
サックスとピアノの調べ

9
29

11
12



館　報　あ　さ　ひ （2）令和 3年 12 月 1日

長野市 HP に情報満載です…見てね！ 長野市 朝陽公民館 検 索

令
和
4
年（
令
和
3
年
度
）

　　　　　　　
成
人
式
の
ご
案
内

1　

日　

時　

令
和
4
年
1
月
2
日
（
日
）

2　

場　

所　

長
野
市
立
朝
陽
公
民
館
（
体
育
館
）

3　

対
象
者　

平
成
13
年
4
月
2
日
～
平
成
14
年

　
　
　
　
　
　

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方
で
、
家
族

　
　
　
　
　
　

又
は
本
人
が
朝
陽
地
区
に
在
住
の
方
。

①
対
象
者
で
、
長
野
市
朝
陽
地
区
に
住
民
登
録
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
11
月
中
旬
に
案
内
状
を
お
送
り

い
た
し
ま
し
た
。

②
対
象
者
で
長
野
市
朝
陽
地
区
に
住
民
登
録
さ
れ
て

い
な
い
方
に
は
案
内
状
は
届
き
ま
せ
ん
。

※
②
に
該
当
す
る
方
、
ま
た
①
、
②
に
該
当
し
な
い

方
で
ご
出
席
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
朝
陽
公
民
館
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

４　

申
込
方
法

　

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
り
12
月
6
日
㈪
ま
で
に
お

申
込
み
い
た
だ
く
か
、
Q
R
コ
ー
ド
に
よ
る
電
子
申

請
が
で
き
な
い
場
合
は
、
朝
陽
公
民
館
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
0
2
6
| 

2
4
3
| 

7
2
5
1

○あさひ大学
・音楽鑑賞「フルート演奏」
　毎年恒例の杉山由一先生によるフルート演奏をお楽しみ
ください。
日　時：12月7日（火）9：30 ～ 11：30
講　師：上田女子短期大学非常勤講師　杉山　由一 先生
定　員：40名（事前申込制）

・文学講座「女優松井須磨子」
　「ふるさとはありがたきかな―女優松井須磨子」の著書
もある、堀井正子先生の講演です。
日　時：1月18日（火）9：30 ～ 11：30
講　師：日本文学研究者　堀井　正子 先生
申　込：12月10日（金）8：30 ～受付開始（定員40名）

○ミニ門松づくりに挑戦！
日　時：12月11日（土）9：30 ～ 12：00
場　所：朝陽公民館 体育館
材料費：500円（ミニ門松1台）
申　込：現在受付中（定員16名）

○みんなで書き納め教室！
日　時：12月28日（火）9：00 ～ 11：30
場　所：朝陽支所2階 集会室
対　象：小学生、中学生、その他書き初めをやりたい人
申　込：12月6日（月）～受付開始（定員20名）

○あさひっ子教室
　 10時～ 11時30分〈朝陽支所2階〉・対象：未就園児
12月22日（水）クリスマス会（保育園の先生と遊ぼう）
 1月12日（水）歯科衛生士のお話し＆鬼のお面を作ろう
 2月 9日（水）保育園の先生と遊ぼう
 3月 9日（水）パネルシアター＆交通安全教室

　

わ
た
げ

　

今
夏
は
、
無
観
客
で
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
第
5
波

が
猛
威
を
ふ
る
い
、
公
民
館
事
業
の
ほ
と
ん
ど
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
10
月
末
に
長
野
県
の
感
染
者
数
も
よ

う
や
く
落
ち
着
き
、
明
る
い
話
題
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

朝
陽
公
民
館
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
講
じ

て
、
で
き
る
範
囲
で
講
座
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ

�

講
師
　
村
山
　
陽
子

　

村
山
先
生
の
ご
指
導
に
よ
り
、
今
年

も
12
名
の
参
加
者
が
月
2
回
の
講
座
を

楽
し
み
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

骨
盤
や
背
中
な
ど
ゆ
が
み
の
生
じ
や

す
い
場
所
を
、
呼
吸
を
意
識
し
な
が
ら

じ
っ
く
り
伸
ば

す
こ
と
で
心
身

の
不
調
が
改
善

す
る
と
の
こ
と

で
、
受
講
生
は

自
分
の
身
体
と

向
き
合
い
な
が

ら
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま

す
。

み
ん
な
で
楽
し
も
う
！

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン English

�

講
師
　
篠
原
　
舞

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま
っ
た
講
座
に
は
、

11
名
の
受
講
生
が
月
2
回
熱
心
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

日
常
会
話
や
最
近
の
話
題
な
ど
、
先
生
お
手

製
の
テ
キ
ス
ト
を

も
と
に
、
文
法
の
振

り
返
り
や
音
読
を

通
し
て
発
音
や
リ

ス
ニ
ン
グ
を
学
ん

で
い
ま
す
。

　

多
少
の
緊
張
感

も
あ
り
な
が
ら
、
と

て
も
和
や
か
な
雰

囲
気
の
教
室
で
す
。

これからの各講座の予定これからの各講座の予定

ＱＲコード

朝
陽
公
民
館
30
年
記
念

　

写
真
＆
思
い
出
作
文
募
集

　

朝
陽
公
民
館
本
館
の
建
物
は
、
平
成
3
年
度
ま

で
、
東
部
公
民
館（
古
里
・
長
沼
・
柳
原
・
大
豆
島
・

朝
陽
の
統
合
施
設
）と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
平
成
4
年
4
月
か
ら
は
、
も
と
も
と
各
地
区

に
設
置
さ
れ
て
い
た
分
館
が
市
立
公
民
館
に
生
ま

れ
変
わ
り
、
東
部
公
民
館
は
役
割
を
終
え
て
、
朝

陽
公
民
館
と
し
て
再
出
発
し
、
今
年
で
30
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
30
年
を
振
り
返
る
展
示
を
3
月

に
企
画
し
ま
す
。

　

左
の
写
真
は
、
平
成
4
年
当
時
の
子
育
て
講
座

の
写
真
で
す
。
そ
の
当
時
の
思
い
出
や
写
真
が
あ

り
ま
し
た
ら
朝
陽
公
民
館
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

個
人
情
報
に
配
慮
し
て
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

た
く
さ
ん
の
思
い
出
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

平成4年「あさひっ子教室」の様子 平成4年「親子お話会」の様子

成
人
学
校

成
人
学
校  

後
期
が
ス
タ
ー
ト

後
期
が
ス
タ
ー
ト


